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特　集

大
型
公
共
工
事
紹
介
　
②

第
2
回
目
の
今
回
は
、
以
前
か
ら
交
通
の
難
所
と
い
わ
れ
た
主
要
地
方
道
岸
本
江
府
線
（
袋
原

～
大
満
）
　
の
改
良
工
事
の
紹
介
で
す
。

ム
岨
≠
ル

◎

主
要
地
方
道
岸
本
江
府
線
は
、

岸
本
町
丸
山
か
ら
小
江
尾
の
国
道

百
八
十
一
号
の
合
流
地
点
ま
で
、

総
延
長
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

県
道
で
す
。
そ
の
中
で
、
西
成
か

ら
袋
原
、
大
浦
、
小
江
尾
の
間
が

改
良
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
袋
原
か
ら
大
浦
に
か
け
て

は
、
地
形
が
急
峻
で
S
字
カ
ー
ブ

が
続
き
大
型
車
が
す
れ
ち
が
え
な
い
。

冬
期
間
の
除
雪
が
き
れ
い
に
で
き
な

い
な
ど
交
通
の
難
所
で
し
た
。
本

道
は
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お

り
、
重
要
な
生
活
道
路
で
す
。
沿

線
の
住
民
か
ら
も
、
改
良
を
の
ぞ

む
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
根
雨
土
木
事
務
所
は

こ
の
区
間
の
改
良
を
計
画
し
ま
し

た
。
平
成
五
年
度
に
、
ま
ず
西
成

集
落
の
下
か
ら
袋
原
の
区
間
の
改

良
に
着
手
。
二
車
線
化
が
平
成
八

年
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
改
良

計
画
と
同
時
期
に
袋
原
地
区
で
、

ほ
場
整
備
計
画
が
、
そ
し
て
谷
を

隔
て
た
貝
田
側
か
ら
は
、
柿
原
を

と
お
り
溝
口
町
へ
続
く
県
営
南
大

山
農
道
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●

こ
の
よ
う
に
周
辺
の
大
規
模
な
計

画
が
重
な
り
、
相
互
の
連
携
に
よ

り
効
率
的
な
整
備
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

袋
原
か
ら
大
満
橋
の

事
業
費
五
十
七
億
円

西
成
か
ら
小
江
尾
に
か
け
て
お

よ
そ
四
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
改

良
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

袋
原
か
ら
大
浦
橋
ま
で
の
区
間
が

難
工
事
箇
所
で
す
。
こ
の
区
間
の

延
長
は
、
二
千
七
百
四
十
メ
ー
ト

ル
で
す
。
改
良
に
安
す
る
事
業
費

は
五
十
七
億
円
で
、
一
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
工
事
単
価
が
お
よ
そ
二

百
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
単
価
が
高
い
の
は
橋
梁
部
分

が
多
い
た
め
で
す
。

具
田
側
に
向
か
っ
た
理
由

な
ぜ
道
路
の
計
画
が
、
貝
田
側

を
経
由
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

大
浦
橋
付
近
の
標
高
が
二
百
四
十

五
メ
ー
ト
ル
。
上
側
の
袋
原
の
標

高
は
、
三
百
十
八
メ
ー
ト
ル
で
そ

の
高
低
差
は
七
十
三
メ
ー
ト
ル
と

◎

▼S字カーブの続く現在の大満橋上側
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な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
規
格
で
は
、

こ
の
勾
配
解
消
の
た
め
に
千
二
百

メ
ー
ト
ル
の
延
長
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
浦
か
ら
袋

原
へ
の
直
線
的
な
道
路
建
設
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
で
き

る
だ
け
利
用
度
の
高
い
、
効
率
的

な
道
路
と
す
る
た
め
、
貝
田
側
に

⑳

向
け
、
県
営
南
大
山
農
道
と
千
三

百
メ
ー
ト
ル
の
重
用
区
間
を
設
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
っ

て
住
民
の
利
便
性
が
高
ま
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

主要地方道岸本江府線

道路改良工事

袋原～大満間の概要

■事業費　　　57億円

1メートル当たりの

工事単価　214万円

1総延長　　2，740㍍

内橋梁延長　447㍍

袋原大橋　14鋸こ

貝田北大橋　146㍍

大満大橋　　152㍍

■道路敷幅　11．5㍍

道路幅　　　6．鋸；

歩道幅　　　3．5㍍

ト
袋
原
集
落
内
か
ら
臨
む
工
事
中
の
現
場

i　一一一一・・・－．

ト
貝
田
側
（
河
原
）
か
ら
袋
原
集
落
に
か
け
て
建
設
中
の
現
場

⑧
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7日　∫’イ

3
2
組
の
金
婚
者
耶

記
念
口
聞
贈

夫
婦
に

ら
れ
る

十
月
二
十
七
日
、
結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
福
田
町
長
か
ら
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
金
婚
式
を
迎
え
た
の
は
、
町
内
三
十
二
組
。
と

も
に
人
生
を
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
歩
ま
れ
た
ご
夫
婦
に
、
心
か
ら
の
祝
福
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。
・

本

一

堀

田

一

文

末
子

本

一

若

林

　

治

牌
愛
子

新

一

小

笠

原

走

義春
恵

新
一
　
千
藤
　
守
雄

し
ん
子

新
　
二
　
安
藤
　
節
夫

久
子

小
江
尾
　
秋
田
　
　
勇

頼
子

小
江
尾
　
篠
田
　
頼
正

竹
子

佐
　
川
　
清
水
　
　
明

美
智
枝

佐
　
川
　
下
村
　
　
穣緑

佐
　
川
　
住
田
　
武
雄

玉
子

佐
　
川
　
森
田
　
添
美

喜
代

柿
　
原
　
加
藤
　
信
義

澄
枝

大
河
原
　
神
庭
　
　
勲

お
つ
ゆ

大
河
原
　
藤
原
　
幸
雄

玉
枝

大
河
原
　
松
島
　
　
隆

春
子

下
蚊
屋
　
筒
井
　
季
芳

ス
ガ

栗
　
尾
　
末
次
　
二
郎

照
子

美
　
用
　
井
口
　
喜
晴

妙
香

小
　
原
　
川
上
　
　
肇

佐
枝
子

杉
　
谷
　
加
藤
　
信
夫

美
悠
紀

月
　
田
　
藤
原
　
富
秋

あ
さ
子

貝
　
田
　
森
田
　
良
一律

子

下
安
井
　
松
原
　
　
勇

君
子

洲
河
崎
　
影
山
　
　
巌

喜
美
子

洲
河
崎
　
影
山
　
　
豊

千
枝
子

羊
ノ
上
　
徳
岡
　
　
茂

世
美
子

新
　
道
　
大
谷
　
　
正

直
江

一
旦
　
宇
田
川
　
正
一

滴
代

池
ノ
内
　
加
藤
春
名
男

美
佐
子

池
ノ
内
　
谷
口
平
野
　
馨

か
つ
子

池
ノ
内
　
藤
原
　
嘉
久

晴
美

日
ノ
詰
　
藤
　
　
邦
雄

ヨ
シ
ノ

（
敬
称
略
）

●

高齢者の知識・経験・技能の宝庫！

◆◆◆◆◆◆◆◆

主な職種配分金の一覧

分　 類 職　　 種 単位 配 分 金

技　 能

大 工 仕 事 時 800 ～1，00 0円

左 官 仕 事 時 800 ～1，（伽円

塗 装 仕 事 時 800 、1，（朕）円

樋 ・板金仕事 時 800 ～1，（X氾円
植木・勢定仕事 時 白00 ～1，00 0円

障 子 張　 り 枚 300 ト1，（Xカ円

一般事務 事 務‾整 理 時 6 00～650 円

毛筆筆耕事務 賞状・宛名書き 枚 協　　　　 議

∈清 掃 作 業 ■　時 i 6 50円～

！除草作業（手作業）至時 ：6 50円～

軽作業

除草作業（機械巨 時 ；協　　　 議

除草 剤散 布 1‾‾両 800円～

墓 地 清 掃 時 800円～

土 木 作 業 時 ■協　　　　 議

運 搬 作 業 時 協　　　　 議

◎発注者には事務費（配分金額×6％）が加算されます

4

ト
障
子
張
り
を
す
る
会
員
の
み
な
さ
ん

シルバー人材センターは、

お聞合わせは、江府町シルバー人材センター（江府町老人福祉センター内℡75－3746）へ
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もし火災が発生したり、急病人が出たら
あわてず、すばやく119番連報
119番通報から消防団・消防署の出動のしくみ

西部広域消防管内（米子市・境港市・西伯郡・日野郡）から119番すると、全て西部消防局の指令センターにかかり

ます。119番通報中にも、すでに担当区域の各消防署・出張所へ出勤要請があり、消防車または救急車がただ

ちに出動します。

■∴、い‥‘‾・き十㌧・ここ‥、一・．▲‡一・∴l二、・・二て‥∵・－‥．－‾・・．－

110番のかけかた
電話がつながったら、係員が次のようなことを聞きますので、落ち着いてはっきりと

●火事か救急かを言って下さい。「救急です（火事です）」
●　住所を聞きますので市町村名から言って下さい。（同じ地名がたくさんあります）

「こちらは○○町△△の、〇〇番地です」
●　目標物を言って下さい。近くの名の知れた建物や通りの名を、そしてその目標物か

らどちらの方向に、どれくらいの距離かを。

「目標は○○小学校の○○側〇〇mです」

または「目標は○○通りの○○の前です」
1分1秒が大切です。あわてて何回も言うよりも、落ち着いてはっきり言うほ

うが早く伝わります。

⑳

釈粗悪駈輌棚柵榊詮醐伽噴囁噴喧嘩窃窃窃噴噴童顔怨瀞掴弼嗟窃
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t
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・回こ：猶 謂 毒 窟 表 示 議 盲

竪 ≡ 窒 ≡鋸

十　 一　 薄　 皮 ㌧　 一恵　 恵 一　 一

璧雲慧㌫二三怒髪㍊二二二こJこ三三ここ　　　　　　も∵エぢ

石原さん（新道）全国葉子大博覧会で

審査総長賞受賞

こ
の
ほ
ど
岩
手
県
で
開
か
れ
た
第

二
十
三
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
、

石
原
忠
哉
さ
ん
が
、
審
査
総
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石
原
さ
ん
は
平
成
六
年
に
開
か
れ

た
前
回
の
こ
の
菓
子
大
博
覧
会
で
も

う
ど
羊
か
ん
で
、
大
臣
栄
誉
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
出
品
作
品
は
、
そ
ば
ま
ん

で
し
た
。
前
回
同
様
、
こ
の
作
品
で

も
大
臣
栄
誉
賞
の
受
賞
内
定
通
知
が

あ
り
ま
し
た
が
、
二
度
目
の
受
賞
と

な
り
受
賞
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
特
別
賞
と
し
て
、
審
査

総
長
賞
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

石
原
さ
ん
は
、
「
長
年
菓
子
づ
く
り
に

無
心
で
専
念
し
て
き
て
、
こ
の
よ
う
な
全

国
的
レ
ベ
ル
の
賞
を
い
た
だ
け
る
ほ
ど
に

な
っ
た
こ
と
が
、
非
常
に
う
れ
し
い
」
と

喜
び
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ト
受
賞
さ
れ
た
石
原
さ
ん

る
　
八
月
に
鳥
取
県
で
開
か
れ
た
第
二
十
二
回
全
国
高
等

贈
学
校
総
合
文
化
祭
で
、
文
化
長
官
賞
を
米
子
西
校
窮
曲

谷）に顕章額を
部
が
受
賞
し
ま
し
た
。
十
一
月
四
日
、
そ
の
部
員
の
田

本
文
さ
ん
（
二
年
）
に
、
町
か
ら
顕
章
額
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
本
文
さ
ん
は
　
「
入
学
し
た
時
、
西
校
伝
統
の
筆
曲

（
琴
）
　
の
演
奏
を
聞
い
て
、
す
て
き
だ
と
思
い
入
部
し

ま
し
た
。
総
合
文
化
祭
で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
文
化

杉
H
u
賞
で
き
、
と

ん
て
も
嬉
し
か

誓
。
二
∵

本
ま
し
た
。

田
長
官
賞
が
受

ト
顕
章
額
を
手
に
す
る
田
本
さ
ん

●

自慢のトマトで年
～美用レディース加工グループ～

平
成
八
年
か
ら
実
用
レ
デ
ィ
ー
ス
加
工

グ
ル
ー
プ
　
（
代
表
　
板
井
博
さ
ん
）
　
は
、

地
元
で
栽
培
し
た
ト
マ
ト
を
材
料
に
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
・
粕
漬
け
∴
ン
ヤ
ム
・
焼
肉
の

タ
レ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
集
落
内
の
女
性
が
集
ま
っ
て

日
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を

う
け
、
加
工
を
始
め
ま
し
た
が
、
一
度
味

わ
っ
た
人
か
ら
好
評
で
、
注
文
が
ま
い
込

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
イ
ベ
ン

ト
の
時
な
ど
に
即
売
し
て
い
ま
す
。

板
井
さ
ん
は
　
「
暑
い
時
期
の
ト
マ
ト
の

栽
培
や
収
穫
は
大
変
で
す
が
、
み
ん
な
と

集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
い
い
な
が
ら
の
特
産

品
づ
く
り
は
た
の
し
い
」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り
の
様
子

◎

きれいになりました
毛無山登山道

十
月
二
十
四
日
、
俣
野
地
区
で
山
好
き

の
有
志
で
つ
く
る
白
馬
の
会
（
会
長
　
坂

口
理
郎
さ
ん
）
　
の
み
な
さ
ん
が
、
毛
無
山

登
山
道
（
延
長
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
　
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
春
と
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
あ

わ
せ
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
秋
の
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
登
山
者
が
安
全
に

登
れ
る
よ
う
草
刈
り
や
標
柱
な
ど
を
設
置

し
ま
し
た
。

毛
無
山
は
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
貴

重
な
自
然
が
、
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
山

頂
か
ら
の
眺
望
も
絶
景
で
、
こ
の
登
山
道

は
最
高
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
み

な
さ
ん
も
一
度
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎

ト
草
刈
り
を
す
る
白
馬
の
会
の
み
な
さ
ん
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⑳

無
事
故
無
違
反
で
高
齢
者
表
彰

～
本
町
か
ら
三
チ
ー
ム
表
彰
～

町
内
の
表
彰
を
受
け
た
チ

「
お
た
っ
し
ゃ
で
交
通

事
故
1
7
1
　
（
い
な
い
）

コ
ン
ク
ー
ル
」
　
の
表
彰
式

が
、
十
月
二
十
六
日
、
溝

口
署
で
開
か
れ
、
無
事
故

無
違
反
の
上
位
十
二
チ
ー

ム
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

四
月
十
三
日
か
ら
秋
の
交

通
安
全
運
動
期
間
終
了
時

の
九
月
三
十
日
ま
で
百
七

十
一
日
間
実
施
。
溝
口
署

管
内
三
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

六
十
二
チ
ー
ム
、
二
千
五

百
人
が
、
無
事
故
無
違
反

を
競
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

四
十
八
チ
ー
ム
　
（
千
八
百
十
一

人
）
　
が
無
事
故
無
違
反
を
達
成
。

期
間
中
の
事
故
が
、
昨
年
同
時

期
と
比
べ
、
物
損
事
故
が
二
十

四
件
か
ら
十
八
件
と
二
十
五
％

減
少
し
、
人
身
事
故
は
人
件
か

ら
二
件
と
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

減
少
し
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
無
事
故
無
違

反
を
達
成
し
た
人
数
の
多
い
ク

ラ
ブ
の
代
表
が
出
席
し
、
植
村

溝
口
署
長
か
ら
上
位
十
二
チ
㌧

ム
に
表
彰
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ー
ム
は
、

二
位

四
位

十
位

次
の
と
お
り
で
す
。

佐
川
は
な
そ
う
会

小
江
尾
福
寿
会

江
尾
寿
会

▲表彰された12チームの代表者のみなさん

／
奥
大
山
淘
辺
で
環
境
美
化
を
呼
び
か
け
る

奥
大
山
周
辺
の
観
光
地

で
十
一
月
一
日
、
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
防
止
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
今
春
に
次
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
鍵

掛
峠
・
甘
酒
茶
屋
・
鏡
ケ

成
国
民
休
暇
村
の
三
ヶ
所

を
巡
回
。
奥
大
山
ア
ル
プ

ホ
ル
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

メ
ン
バ
ー
三
人
が
、
全
長

四
メ
ー
ト
ル
の
木
製
の
ア
ル
プ
ホ

ル
ン
を
演
奏
し
、
行
楽
客
た
ち
は

紅
葉
の
山
々
に
響
き
渡
る
ホ
ル
ン

の
荘
重
な
音
色
に
聴
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。
演
奏
の
後
、
「
や
め
よ

う
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
」
と
書
い
た

タ
ス
キ
を
か
け
た
参
加
者
が
、
奥

大
山
の
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
携
帯

用
灰
皿
を
配
っ
て
環
境
美
化
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

▲鍵掛峠でポイ捨て禁止を呼びかける

◎
国
家
公
務
員
本
町
で
研
修
を
受
け
る

十
月
二
十
六
日
か
ら
五
日
間
、

今
年
四
月
採
用
に
な
り
、
中
央
省

庁
に
勤
め
る
三
人
の
国
家
公
務
貞

（
Ⅰ
種
試
験
採
用
者
）
　
が
、
地
方

自
治
体
実
地
研
究
と
し
て
、
本
町

へ
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
人
事
院
が
新
任

の
国
家
公
務
員
に
、
住
民
に
も
っ

と
も
身
近
で
、
窓
口
と
な
る
市
町

村
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
理
解

さ
せ
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
三
人
の
所
属
官
庁
は
、
そ

れ
ぞ
れ
文
部
省
・
運
輸
省
・
農
林

水
産
省
で
す
。

は
じ
め
に
、
藤
原
助
役
か
ら
江

府
町
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
各
事
業
担
当
課
か
ら
本

町
の
行
政
状
況
に
つ
い
て
、
水
工

場
・
町
道
改
良
工
事
・
子
供
の
国

保
育
園
な
ど
現
場
で
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
町
内
女
性
グ
ル
ー
プ
な

ど
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

と
、
本
町
の
活
性
化
策
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
で
融
資
制
度
の
企

画
立
案
に
携
わ
る
研
修
生
は
、

「
素
晴
ら
し
い
自
然
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
ま
し

た
。
こ
の
自
然
を
残
し
な
が
ら
、

農
業
の
振
興
が
で
き
る
よ
う
な
方

策
を
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

研
修
の
な
か
で
は
、
う
ど
ん
打
ち

の
体
験
が
で
き
た
こ
と
が
楽
し
か

っ
た
で
す
」
と
感
想
を
の
べ
て
い

ま
し
た
。

▲集落排水終末処理場の説明をうける研修生

▲園児に太鼓を習う研修生

⑤
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ら　せ

■受付期間

平成10年11月4日から平成11年

1月4日まで

■応募資格

日本国籍を有し、平成11年4月

1日現在、15歳以上17歳未満（昭

和57年4月2日から昭和59年4

月1日までの間に生まれた者）

の男子で中学校卒業者（平成11

年3月卒業見込みの者を含む）

■試　　験

（1）1次試験

○試験日　平成11年1月5日

○試験科目　国、社、数、理、

英、作文

（2）2次試験（第1次試験合格

者のみ）

○口述試験（個人面接）、身体

検査及び適性検査

■待　　遇（平成10年4月現在）

∃学 年
階　 級 棒給 （月額）弓子

給

溶・ミニJデ
ッカ′：：、さ、ふへ
か中音∵∴

与

1 年 3　 士 1 54，5 0 0 円

2 年 2　 士 1 6 1，9 0 0 円

3 年 1　 士 1 7 6，7 0 0 円

4 年 士　 長 1 84，5 0 0 円

終了時
3 曹（教育
終了時） 1 9 2，4 0 0 円

手　　当　年3回　5．25カ月分

衣・食・住　無料

休　　暇　夏・冬・春季に、2週

間前後の連続休暇有

■お聞合せ先

自衛隊米子募集事務所

℡0859－33－2440

’98心の健康まつり開催

■日　　　時　平成10年12月11日（金）10時～18時

■場　　　所　米子コンベンションセンター

■内　　　容

・精神保健に関するパネル展示　　　10時～18時

・障害者の自主作品展示・即売　　　10時～18時

・精神科医等の心の健康相談　　　　10時～18時

・ふれあいコンサート（川嶋　学氏）13時30分～14時30分

・講演「さまよう現代家族のこころ」14時40分～16時40分

～こどもの居場所を求めて～

講師　筑波大学心身障害系

教授　宮本　信也　氏

■入場無料

■主　　　催　米子保健所・米子保健所根雨支所

■お聞合せ先　米子保健所根雨支所　℡0859－72－0042

合議筏奇否め チャレンジ

子供たちも大好きで、先日の文

化祭でも大好評だった“おからプ

リン”の作り方をお知らせします。

ぜひ、みなさんも作ってみてく

～あからプリン～
（直径15㌢円型）

〔材　料〕

キャラメルソース

砂糖　大さじ2

熱湯　大さじ4

プリン液

おから150g

卵　　3個

砂糖120g

牛乳150cc

生クリーム　150cc

バニラエッセンス　少々

おからプリン　拓個分の栄養

エネルギー　278Kcal

カルシウム　77mg

提供　江府町食生活改善推進協議会

l lご」刃

〔作り方〕

①こなべにキャラメルソースの材

料の砂糖と熱湯大さじ2を加え、

焦げ色がついたら残りの熱湯大さ

じ2を加え仕上げる。

②バターを塗った型に①を流しい

れ冷やしかためる。

③ボウルにプリン液の材料の卵を

割り、ほぐして砂糖を加える。泡

立て器で混ぜ、おからを入れて更

に混ぜる。（プリン液の材料をミ

キサーに入れ1～2分まわすとか

んたんに液がつくれます）

④②の型に③のプリン液を静かに

注ぎ、天板に湯をはり160℃に熟

したオーブンで30分ほど蒸し焼き

にする。

⑤④が冷めたら型から出して切り

分ける。

◎
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大山萱山す蒜鎧
警察では、山岳協会等と協力し

て山岳パトロールを行い山岳遭難

の防止に努めておりますが、冬山

登山を行われる方は、次のことを

守って安全で快適な登山を心掛け

てください。

『登山届、下山届を必ず捷出しま

しょう。

【届出場所】

○米子警察署　大山寺交番

（大山町・大山寺）

○松岡旅館（溝口町・桝水原）

○鏡ケ成国民休暇村

■事前に気象情報を把撞し、安全

な登山を行いましょう。

｝万全な装備で臨み、余裕のある

登山計画を立てましょう。

■山岳パトロール隊の指示に従い

ましょう。

■縦走路は、崩壊が激しく、通行

不能の状況です。

｛元谷上部の北壁が崩壊し、危険

な状態になっていますので、近

づかないでください。

合併笥誕雷置に補助金支給　　と

合併処理浄化槽（し尿と生活的

排水を併せて処理する浄化槽）を

設置される方に補助金が支給され

ます。

■補助対象区域

①公共下水道及び農業集落排水

施設の計画区域以外の地域

②これから下水道事業計画地域

内であっても、その整備が計

画実施の初年度から起算して

7年以上見込まれない地域

■補助の対象となる合併浄化槽の

基準

合併浄化槽設置整備事業におけ

る国庫補助金指針に適合するも

のであること。

■申し込み期間　平成11年度に実

施される方は平成10年12月25日

までに連絡ください。

■お聞合せ先　役場建設環境課

（℡75－3306）

T TL Tl「「／【ヽl【ヽ・】ヽ
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お　如

給与の源泉所得税の
喜　　納期を忘れずに！

給与・賞与に係る源泉所得税の

納期限は次のとおりです。

■毎月納付の方

平成10年12月分

納期限　平成11年1月11日

■納期特例の方

平成10年7月～12月分

納期限　平成11年1月11日

■納期特例の方で延長申請をさ⑳

れている方

平成10年7月～12月分

納期限　平成11年1月20日

（平成10年12月31日現在で国

税の滞納がない方に限られま

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳　　　 1 1 月 分

男 女 不 問

事 業 所 名 住 所 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就 業 時 間

（有 ） 沢　 玉　 組 小江 尾 3－10

建設機械運転手及 び見習 18 ′〉5 0 17 2，00 0～3 10，0 0 0

8 ：0 0 ′～17：0 0
土 木 作 業 員 18 ′〉5 8 2 0 7，00 0～2 6 7，0 0 0

土木工事技術者及び見習 18 ′〉5 0 17 6，0 00～3 0 6，0 0 0

自 動 車 運 転 手 2 2 ′、、ノ5 0 17 5，0 00～3 13，0 0 0

（有 ） 川　 端　 組 小 江尾 6 5 1－5 土 木 及 び 軽 作 業 員 18 ′～6 0 2 0 0，0 00～3 0 0，0 00 8：0 0′〉16：4 5

＝＝■■■■■■■■■■■R
6■■

事 業 所 名 住 所 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就 業 時 間

（有 ） 川 上 運 輸 江尾 3 6－5 運 転 手 2 0 ′〉5 0 2 6 0，0 00～2 9 0，0 00 8：0 0 ′〉17 ：0 0

（有 ）建 設 機 械 サ ー ビ ス 佐 川 10 2 8－1 重 機 修 理 18 ′）3 0 18 0，0 00～2 0 0，0 00 8 ：3 0 ′～17 ：3 0

藤 田 林 業 江尾 17 5－2 作 業 員 2 0 ′〉5 5 2 3 0．0 00～2 7 6，0 0 0 8 ：3 0 ′〉17 ：0 0

（有） 川　 端　 組 小江 尾 6 5 1－5
技 術 者 2 0 ′〉5 0 2 5 0，0 00～3 5 0，0 0 0

8 ：0 0 ′〉16 ：4 5
重 機 運 転 手 18 ′〉5 5 2 6 0，0 00～3 10，0 0 0

（有 ） 川 上 運 輸 江 尾3 6－5 自 動 車 修 理 工 18 以 上 18 0，0 00 ～20 0，0 0 0 8 ：0 0 ′〉17 ：00

（有 ） 住　 田　 組 佐 川 8 8 2 技術 管 理者 及 び作 業 員 2 0 ′〉6 5 19 8，0 0 0～28 5，0 0 0 8 ：15 ′、ノ17 ：0 0
（有 ） 江 府 技 研 コ ン サ　ル タ ン ト

武庫 1 19 8 －1
一般土木測量（経験者に限る）3 0 ′〉5 0 2 6 0，0 0 0～3 8 0，0 0 0

8 ：3 0 ′〉17：3 0
一般土木設計（経験者に限る）3 5 ／〉7 0 2 9 5，0 0 0～55 0，0 0 0

◎

Soumu
四角形

Soumu
四角形



●

疲労回領とストレス解消の定めに
年をとると、ふだん、疲れるほど体を使うことは少なくなり

ます。それだけに、遠出や冠婚葬祭などで心身ともに疲れた

時などには、すくに休んで早めに疲れを回復することが大事

です。

また、散歩やラジオ体操、家事などの軽い運動で筋肉を動

かすと、よい気分転換になります。血液の老化を防＜ことも

できます。

眠ることは、休養の基本です。特に、大脳を休めるために

睡眠が重要だということがわかってきています。

年をとると、若い時のようにくっすり眠れないとよくいわ

れますガ、これらは、程度の差こそあれ、お年寄りに共通の

現象です。あまり気にすることはありませんが、不眠が続き

心配な人は、体や心の病気がないかお医者さんに相談し、診

てもらうとよいでしょう。

老人保健　今月の医療費（9月診療分）

対象者放 く人） 総医療費（10割）（円） ー人 当た り医療費 く円）

国　 保 5 0 2 3 2 ，0 2 8 ，4 5 4 6 3 ，8 0 2

社　 保 3 9 7 2 0 ，4 7 6 ，3 2 0 5 1，5 7 8

計 8 9 9 5 0 ，5 0 4 ，7 7 4 5 8 ，4 0 4

◎
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日
野
病
院
だ
よ
り
⑲

耳
鼻
咽
喉
科

松
尾
　
聡
医
師

（
鳥
取
大
学
医
学
部
講
師
）

耳
鼻
科
で
な
ぜ
め
ま
い
の
患
者

さ
ん
を
診
る
の
か
不
思
議
に
お
も

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
耳
は
外
側
か
ら
順
に
外
耳
、

中
耳
、
内
耳
と
呼
ば
れ
る
構
造
か

ら
な
り
ま
す
。
最
も
奥
に
あ
る
内

耳
に
は
鯛
牛
（
か
ぎ
ゆ
う
）
　
と
呼

ば
れ
る
音
を
感
じ
る
神
経
と
前
庭

（
ぜ
ん
て
い
）
　
と
呼
ば
れ
る
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
神
経
が
あ
り
ま
す
。

何
ら
か
の
原
因
で
前
庭
が
障
害

⑳

さ
れ
た
と
き
に
左
右
の
前
庭
が
維

持
し
て
い
た
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

ぐ
る
ぐ
る
と
め
が
ま
わ
り
ま
す
。

内
耳
の
病
気
で
ぐ
る
ぐ
る
と
め
が

ま
わ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
耳
鼻

科
医
が
め
ま
い
の
患
者
さ
ん
を
診

る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
よ
く
診
る
め
ま
い
を

生
じ
る
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
名
前
を
知
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

こ
の
病
気
は
耳
鼻
科
医
が
よ
く
み

る
代
表
的
な
め
ま
い
を
起
こ
す
疾

患
で
す
。
原
因
は
ま
だ
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
内
リ
ン

パ
水
腫
と
い
っ
て
内
耳
が
む
く
ん

だ
状
態
に
な
り
め
ま
い
が
起
こ
る

そ
う
で
す
。
内
耳
の
蛸
牛
と
前
庭

は
く
っ
つ
い
て
い
る
の
で
、
多
く

の
場
合
鯛
牛
と
前
庭
の
両
方
が
障

害
さ
れ
た
と
き
に
で
る
症
状
が
出

ま
す
。
具
体
的
に
は
め
ま
い
、
難

聴
、
耳
鳴
、
耳
閉
感
が
起
こ
り
ま

す
。
め
ま
い
は
繰
り
返
す
も
の
の

軽
快
し
ま
す
が
、
難
聴
は
少
し
ず

つ
進
行
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

特
に
聴
力
に
対
し
て
注
意
が
必
要

で
す
。

治
療
は
、
内
耳
の
む
く
み
を
と

る
働
き
の
あ
る
お
菜
を
使
い
ま
す
。

聴
力
が
か
な
り
悪
化
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
に
は
手
術
を
お
こ
な
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
、
睡

眠
不
足
な
ど
が
誘
因
と
な
り
め
ま

い
発
作
が
お
こ
る
よ
う
で
す
。

人の動き1。月届
◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

新　一　藤田　敬幸　男　　透

◎ご婚姻を祝します

芸芸亜芸警）芸岩内から
月田

岡山県有湊町から

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

白石しげよ　93歳　　勝辰

河上　包柴　85歳　　順喜

篠原　澄子　79歳　　本人

一
三
　
住

メ
ニ
エ
ル
病
と
よ
く
似
た
症
状

を
起
こ
す
疾
患
と
し
て
、
突
発
性

難
聴
や
聴
神
経
腫
瘍
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

突
発
性
難
聴
は
、
一
側
の
聴
力

低
下
が
主
な
症
状
に
な
り
ま
す
が

め
ま
い
を
と
も
な
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
早
期
の
治
療
に
よ
っ

⑳
て
聴
力
の
改
善
が
期
待
で
き
る
唯

一
の
疾
患
で
す
の
で
、
早
期
の
耳

鼻
科
受
診
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

聴
神
経
腫
瘍
は
フ
ラ
フ
ラ
　
（
あ

ま
り
ぐ
る
ぐ
る
め
が
ま
わ
ら
な

い
）
　
腫
瘍
で
す
。
腫
瘍
が
非
常
に

小
さ
い
と
き
は
M
R
I
な
ど
の
画

像
に
も
写
り
に
く
く
、
聴
力
検
査

や
前
庭
機
能
検
査
を
お
こ
な
い
総

合
的
に
評
価
し
な
い
と
い
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
な
か
の

脳
幹
や
小
脳
と
呼
ば
れ
る
部
分
の

血
流
が
悪
く
な
っ
た
り
、
出
血
を

生
じ
た
場
合
に
、
多
く
の
場
合
は

意
識
障
害
、
頭
痛
、
四
股
の
麻
痺

な
ど
の
神
経
症
状
を
と
も
な
う
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
め
ま
い
だ

け
の
場
合
も
あ
り
注
意
が
必
要
で

す
。
高
齢
化
に
と
も
な
い
症
例
は

ふ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

他
に
も
め
ま
い
を
来
た
す
た
く
さ

ん
の
病
気
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対

応
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
に
経
験
の
な
い
激
し

い
め
ま
い
。
ま
っ
す
ぐ
歩
く
ど
こ

ろ
か
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

吐
い
て
も
吐
い
て
も
止
ま
ら
ぬ

吐
き
気
。
も
う
胃
液
さ
え
出
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
治
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、
症
状
は
重
く

な
る
ば
か
り
。
将
来
に
つ
い

て
、
悲
観
し
た
り
も
し
ま
し

た
。
我
慢
と
不
安
が
限
界
を
越

し
、
二
日
後
に
は
、
は
い
つ
く

ば
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
病
院

受
診
。
検
査
の
結
果
、
診
断
名

は
左
前
庭
神
経
炎
　
（
耳
の
中
の

平
衡
感
覚
を
つ
か
さ
ど
る
部
分

の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
炎
症
）
。

以
後
二
週
間
の
入
院
加
療
と
な

り
ま
し
た
。
▲
担
当
医
師
は
、

「
平
衡
感
覚
の
機
能
が
一
度
壊

れ
た
状
態
。
で
も
、
す
ぐ
に
体

の
学
習
機
能
が
働
き
、
三
カ
月

く
ら
い
で
、
も
と
ど
お
り
に
な
る

だ
ろ
う
。
原
因
の
確
定
は
で
き

な
い
」
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

約
一
カ
月
で
治
り
ま
し
た
。
▲

日
野
病
院
だ
よ
り
が
、
耳
の
病

気
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
参

考
ま
で
に
わ
が
体
験
を
載
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形



セー／しスポイントは宅ちまえの明るさです。

（有）江府技研コンサルタント勤務

青戸　裕子さん（日南町・22歳）
●仕事について教えてください。

主にコンピューター処理により、測量園面を作る仕事を

しています。

●ラ工府町の印象を教えてください。

スポーツがさかんで、行事なんかが多く、とても活気の

ある町だと思います。高速道路が通っているので便利が

良さそうです。

●趣味を教えてください。

カラオケ（和洋問わず、熱唱型です）

食べ歩き（和洋中問わず、けっこう食べます）

ゆ　◎特技を教えてください。
いつでも、どこでも3分間あれば寝つくことができます。

あとピアノを少々。

●理想の男性を教えてください。

落ちこんだとき、無理にでも笑わせてくれるような陽気

なひとです。

●

世帯数1，222世帯（一1）　人口4，270人（－3）　男2，006人（＋3）　女2．264人（一6）（）は前月比10月末
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